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〜 第二京阪道路（　  ）が開通 巨椋池 

枚方東 
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京
都
・
大
阪
間
で
国
道
１
号

の
バ
イ
パ
ス
機
能
を
持
つ
、
第

二
京
阪
道
路
（
有
料
）
の
一
部

が
、
３
月
末
に
開
通
し
ま
す
。

開
通
す
る
の
は
、
巨
椋
池
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
京
都
府
久

御
山
町
）
か
ら
枚
方
東
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
大
阪
府
枚
方

市
）
ま
で
の
１０
・
５
�
と
、
同

道
路
に
併
設
さ
れ
る
一
般
道
路

の
一
部
（
約
７
�
）
で
す
。
ま

た
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
巨
椋
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
久
御
山

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
１
・

７
�
も
同
時
に
開
通
し
、
同
道

路
に
接
続
し
ま
す
。

巨
椋
池
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
枚
方
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ま
で
は
、
片
側
３
車
線
の
自

動
車
専
用
道
路
。
同
道
路
が
開

通
す
る
こ
と
で
、
京
都
市
伏
見

区
の
外
環
状
線
か
ら
枚
方
市
の

国
道
３
０
７
号
ま
で
の
所
要
時

間
は
、
今
ま
で
国
道
１
号
を

使
っ
て
約
３３
分
か
か
っ
て
い
た

と
こ
ろ
を
第
二
京
阪
道
路
を
使

う
こ
と
で
約
１１
分
に
短
縮
。
ま

た
、
京
都
・
大
阪
間
の
国
道
１

号
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
幹
線

道
路
の
交
通
混
雑
緩
和
や
沿
道

地
域
の
環
境
改
善
・
地
域
整
備

の
促
進
な
ど
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
周
辺
で
利
用
で
き
る
同

道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
、
い
ず
れ
も
京
都
方
面
行
き

の
枚
方
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

と
八
幡
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

で
す
。

ま
た
、
第
二
京
阪
道
路
に
併

設
さ
れ
る
本
市
周
辺
の
一
般
道

路
は
、
国
道
３
０
７
号
（
枚
方

市
津
田
北
町
）
か
ら
府
道
交
野

久
御
山
線
（
本
市
松
井
口
大
谷
）

ま
で
の
３
・
０
�
と
、
府
道
内

里
城
陽
線
（
八
幡
市
内
里
）
か

ら
府
道
八
幡
木
津
線
（
同
上
奈

良
）
ま
で
の
１
・
１
�
で
す
。

国
道
３
０
７
号
〜
府
道
交
野
久

御
山
線
の
一
般
道
路
に
乗
り
入

れ
が
で
き
る
市
内
の
道
路
は
、

山
手
幹
線
と
府
道
交
野
久
御
山

線
で
す
。

第
二
京
阪
道
路
の
開
通
に
併

せ
、
枚
方
市
内
で
国
道
１
号
の

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
「
府
道

枚
方
東
部
線
」
と
「
府
道
枚
方

藤
阪
線
」
が
３
月
２４
日
�
に
開

通
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
京
田
辺
松
井
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
第
二
京
阪

道
路
が
全
線
開
通
さ
れ
た
時
に

設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
＝
都
市
計
画
課

（
�
６４
・
１
３
４
８
）

【
８
面
に
開
通
イ
ベ
ン
ト
関

連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
】

混雑緩和や環境改善に期待

併
設
の
一
般
道
路
や
京
滋
バ
イ
パ
ス
も

東
大
寺
二
月
堂
へ
竹
送
り

東
大
寺
二
月
堂
へ
竹
送
り 

東
大
寺
二
月
堂
へ
竹
送
り 

関
西
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
奈
良
・
東
大
寺
二
月
堂
「
お
水
取
り
」

で
、
か
ご
松
明
に
使
う
真
竹
を
届
け
る
「
竹
送
り
」
が
２
月
１１
日
、
山

城
松
明
講
（
講
社
長
＝
松
村
茂
さ
ん
、
１１
人
）
の
み
な
さ
ん
の
手
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

寄
進
す
る
真
竹
は
午
前
８
時
に
普
賢
寺
地
区
か
ら
根
が
付
い
た
ま
ま

掘
り
起
こ
さ
れ
、
大
御
堂
観
音
寺
へ
。
同
寺
で
道
中
の
安
全
祈
願
を
受

け
、
二
月
堂
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。
長
さ
約
７
・
５
�
、
重
さ
約
６０

�
の
真
竹
７
本
を
同
講
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
肩
に
担
い
だ
り
、
大
八
車
な

ど
を
使
っ
て
昔
な
が
ら
の
方
法
で
送
り
届
け
ま
し
た
。

お
水
取
り
の
か
ご
松
明
に

講
員
の
肩
に
担
が
れ
東
大
寺
二
月
堂
に
向
け
大
御
堂
観
音
寺
を
出
発
す
る
真
竹
（
２
月
１１
日
）

山城松明講
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教
育
委
員
会
は
、
今
年
の
４

月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護

者
の
み
な
さ
ん
へ
、
１
月
末
日

ま
で
に
「
就
学
通
知
書
」
を
郵

送
し
ま
し
た
。

ま
だ
「
就
学
通
知
書
」
が
手

元
に
届
い
て
い
な
い
人
は
、
早

急
に
学
校
教
育
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
子
さ
ん
が
本
市
立

小
・
中
学
校
以
外
の
学
校
へ
入

学
さ
れ
る
時
は
、
入
学
許
可
書

と
印
鑑
を
持
っ
て
、
必
ず
３
月

３１
日
�
ま
で
に
同
課
で
区
域
外

入
学
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

低
所
得
世
帯
で
今
春

卒
業
す
る
人
に
支
度
金

市
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校

な
ど
を
卒
業
し
就
職
す
る
人
な

ど
に
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
＝
中
学
校
・
高
等
学
校

を
卒
業
・
退
学
・
技
能
習
得
訓

練
を
終
了
後
、
１
か
月
以
内
に

就
職
す
る
低
所
得
世
帯
の
人

（
低
所
得
世
帯
の
所
得
基
準
は
、

世
帯
構
成
な
ど
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）
。
た
だ
し
、
日
雇
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

臨
時
的
な
就
職
、
自
営
業
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

障
害
者
出
張
相
談
会

市
は
、
障
害
を
持
っ
て
い
る

人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
障

害
者
出
張
相
談
会
を
開
き
ま

す
。日

常
生
活
で
困
っ
て
い
る
事

や
心
配
な
事
、
ま
た
旅
行
や
福

祉
機
器
・
住
宅
の
改
造
な
ど
の

相
談
を
、
当
事
者
の
立
場
の
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
同
様
の
障

害
の
あ
る
相
談
員
）
が
お
伺
い

し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１９
日
�
午
後
２

時
〜
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
障

害
者
や
そ
の
家
族
な
ど

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
０

７
５
・
９
７
２
・
２
８
８
０
、

�
０
７
５
・
９
８
２
・
２
３
４

上
水
道
工
事
店
の

指

定

と

廃

止

水
道
部
は
、
次
の
と
お
り
上

水
道
指
定
工
事
店
の
追
加
と
廃

止
を
行
い
ま
し
た
。

上
水
道
指
定
工
事
店
＝
▼
�

タ
カ
ラ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
…
城
陽
市

久
世
南
垣
内
６
・
６
（
�
５６
・

６
９
０
０
）
▼
�
大
輝
設
備
工

業
…
寝
屋
川
市
太
秦
緑
が
丘

２７
・
２１
（
�
０
７
２
・
８
２

３
・
４
４
５
１
）

事
業
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た

上
水
道
指
定
工
事
店
＝
服
部
設

備
工
業
…
城
陽
市
久
世
北
垣
内

１
３
６
・
１０
（
�
５２
・
４
５
８

８
）く

わ
し
く
は
、
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

普
賢
寺
児
童
館
は
、
親
子
教

室
を
開
き
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
へ
の

関
わ
り
方
や
遊
び
方
を
体
験
し

な
が
ら
、
親
同
士
で
も
交
流
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
る

も
の
で
、
子
育
て
支
援
事
業
の

一
つ
で
す
。

開
催
日
＝
４
月
１５
日
�
〜
７

月
１１
日
�
の
各
ク
ラ
ス
の
実
施

す
る
日

時
間
＝
▼
午
前
の
部
（
１０
時

〜
１１
時
）
▼
午
後
の
部
（
１
時

３０
分
〜
２
時
３０
分
）

場
所
＝
普
賢
寺
児
童
館

対
象
・
定
員
・
内
容
な
ど
＝

下
表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
参
加
希
望
ク
ラ
ス
と

日
時
と
住
所
・
氏
名
（
親
子
と

も
ふ
り
が
な
）
・
子
ど
も
の
性

別
と
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
、
返
信
用
の
表
に
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
普
賢
寺
児
童
館
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

親子教室の参加者募集 

交流を深めませんか 交流を深めませんか 交流を深めませんか 

親 子 教 室  

平成12年4月2日～ 
13年4月1日に生ま 
れた人 

平成13年4月2日～ 
14年4月1日に生ま 
れた人 
 

平成14年4月2日～ 
14年9月30日に生 
まれた人 

ごっこ遊び・ 
リズム遊び・ 
手遊び・体育 
的遊び・お絵 
かきなど、家 
庭で活用して 
楽しめること 
を主に、集団 
の中で遊びま 
す。 

親子で一緒に 
楽しむ身体遊 
びや感触遊び 
をします。 

各
20
人 

各
20
人 

クラス対象生年月日 定員 開催日 

各
20
人 

内　容 

１
歳
児 

０
歳
児 

２
歳
児 

火曜日午後 

水曜日午前 

火曜日午前 

金曜日午前 

金曜日午後 

木曜日午前 

木曜日午後 

水曜日午後 

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
時

は
抽
選
を
行
い
ま
す
が
、
初
め

て
参
加
さ
れ
る
人
を
優
先
し
ま

す
。し

め
き
り
＝
３
月
１４
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
普
賢
寺

児
童
館
（
〒
６
１
０
・
０
３
２

３
京
田
辺
市
水
取
門
田
６
、
�

６５
・
０
１
５
３
）

０
）
▼
社
会
福
祉
課
（
�
６４
・

１
３
７
２
、
�
６３
・
５
７
７
７
）

届
い
て
い
な
い
人
は
連
絡
を

就学通知書

市
立
以
外
は
区
域
外
入
学
の
手
続
き
必
要

子どもへの関わりや遊び方を体験

普
賢
寺
児
童
館

遊具で遊ぶ子どもたち（普賢寺児童館で開かれた親子教室）

く
わ
し
く
は
、
学
校
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

祉
課
（
�
６４
・
１
３
７
０
）

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度
の
平
成
１５
年
度
申
請
受
け

付
け
が
、
４
月
１
日
�
か
ら
国

保
年
金
課
で
始
ま
り
ま
す
。

同
制
度
は
、
学
生
本
人
の
前

年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の

時
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

も
の
で
す
。

承
認
期
間
は
、
申
請
の
あ
っ

た
月
の
「
前
月
か
ら
」
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
申
請
は
毎
年
必
要
で

す
。国

民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度
に
つ
い
て
は
、
本
紙
に
折

り
こ
ん
で
い
る
「
国
民
年
金
特

集
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
た
時
は
、
承

認
前
の
期
間
に
保
険
料
を
納
め

て
い
な
け
れ
ば
「
未
納
期
間
」

と
な
り
ま
す
。
事
故
や
病
気
で

障
害
が
残
っ
た
時
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
事
が
出
来
な

く
な
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１５
年
度
の
免
除

申
請
は
７
月
か
ら

平
成
１５
年
度
の
保
険
料
免
除

（
全
額
・
半
額
）
制
度
申
請
の

受
け
付
け
は
、
７
月
１
日
�
か

ら
国
保
年
金
課
で
始
め
ま
す
。

同
１４
年
度
免
除
申
請
は
、
国

保
年
金
課
で
随
時
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
免
除
申
請
年
度
は
７

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

承
認
期
間
は
、
申
請
の
あ
っ

た
月
の
「
前
月
か
ら
」
と
な
り

ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度
申
請
に
つ

い
て
は
、
本
紙
に
折
り
こ
ん
で

い
る
「
国
民
年
金
特
集
号
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
国
保
年
金
課
で

学生納付

特
例
制
度
の
申
請
は

特
例
制
度
の
申
請
は 

特
例
制
度
の
申
請
は 

市
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
戸
籍
の

編
製
お
よ
び
発
行
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や

戸
籍
事
務
の
一
層
の
正
確
性
を
高
め
よ
う

と
、
戸
籍
事
務
の
電
算
化
作
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
作
業
が
終
わ
り
、

２
月
２４
日
か
ら
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

始
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
戸
籍
の
編
製
や
発
行
に

必
要
と
な
る
時
間
が
、
従
来
に
比
べ
て
大

幅
に
短
縮
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
婚
姻
や
出
生
な
ど
に
よ
る
新

し
い
戸
籍
の
作
成
は
、
従
来
は
一
週
間
か

ら
１０
日
間
程
度
必
要
で
し
た
が
、
今
後
は

翌
日
に
発
行
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
ま
で
は
紙
の
原
本
を
コ

ピ
ー
し
て
証
明
書
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
字
し
ま
す
の

で
、
迅
速
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
法
改
正
時
の
対
応
や
個
人
情

報
の
保
護
、
戸
籍
原
本
の
劣
化
防
止
な
ど
、

幅
広
い
改
善
効
果
と
事
務
の
省
力
化
が
で

き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
民
課
（
�
６４
・
１
３
３

０
）

戸
籍
事
務
を
電
算
化

証
明
書
発
行
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

申
請
書
は
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
郵
送

学
生
納
付
特
例
制
度
と
保
険

料
免
除
制
度
（
全
額
・
半
額
）

の
平
成
１４
年
度
免
除
承
認
者
に

は
、
制
度
の
案
内
と
同
申
請
書

を
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
郵
送
し
ま
す
。

同
１５
年
度
も
「
市
か
ら
」
郵

送
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
し

た
が
、「
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
」
に
変
更
と
な
り
、

市
か
ら
は
郵
送
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
両
申
請
書
は
国
保
年

金
課
に
も
備
え
付
け
て
い
ま

す
。忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
▼
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）
▼
京
都

南
社
会
保
険
事
務
所
（
�
０
７

５
・
６
４
３
・
３
５
４
１
）

新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
戸
籍
の
証
明
書

を
発
行
す
る
久
村
哲
市
長
（
２
月
２４
日
）
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なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室または 
　　　　　　　　  中央公民館会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

府
視
覚
障
害
者
協
会
京
田
辺

支
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を

開
き
ま
す
。

今
回
は
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
で
す
。
専
用
の
卓
球

台
で
鈴
の
入
っ
た
ピ
ン
球
を
打

ち
合
う
競
技
。
球
が
見
え
る
人

に
と
っ
て
も
な
か
な
か
思
う
よ

う
な
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
も
の

甘
南
備
園
で
ご
み

処
理
方
法
を
見
学

市
は
視
覚
障
害
者
を
対
象

に
、
社
会
生
活
訓
練
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
甘
南
備
園
の
施
設
見
学
を

行
い
ま
す
。

日
ご
ろ
、
安
易
に
出
し
て
し

ま
う
ご
み
で
す
が
、「
一
日
に

集
め
ら
れ
る
ご
み
量
は
ど
れ
ぐ

ら
い
か
」「
ど
の
よ
う
な
処
理

を
さ
れ
る
か
」「
分
別
に
つ
い

て
の
注
意
点
」
な
ど
を
勉
強
し

ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
施
設
内
を
歩

く
こ
と
で
ご
み
処
理
の
様
子
を

体
感
で
き
ま
す
。

２７
日
に
視
覚
障
害
者
を

対
象
に
料
理
教
室
開
く

市
は
、
視
覚
障
害
者
を
対
象

に
料
理
教
室
を
開
き
ま
す
。

多
く
の
人
と
楽
し
く
調
理

し
、
ご
ち
そ
う
を
食
べ
ま
し
ょ

う
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２７
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
１
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人

参
加
費
＝
２
０
０
円

し
め
き
り
＝
３
月
２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
府
視

覚
障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）
▼

社
会
福
祉
課
（
�
６４
・
１
３
７

２
）

候
補
者
が
寄
附
を
し
た
り
、

有
権
者
が
寄
附
を
催
促
し
た

り
、
ま
た
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
以
外
の
飲
食
物
を
提
供
し
た

り
す
る
な
ど
の
行
為
は
、
公
職

選
挙
法
で
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

�
候
補
者
な
ど
の
寄
附
は
禁

止
候
補
者
な
ど
（
立
候
補
し
よ

う
と
し
て
い
る
人
や
公
職
に
あ

る
人
を
含
み
ま
す
。）
は
選
挙

区
内
に
あ
る
人
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
寄
附

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
地
元

の
行
事
へ
の
お
供
え
や
入
学
・

卒
業
祝
い
な
ど
で
あ
っ
て
も
禁

止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
政
党

や
親
族
に
対
す
る
も
の
、
候
補

者
な
ど
の
本
人
が
出
席
す
る
結

婚
披
露
宴
で
の
祝
儀
、
葬
式
や

お
通
夜
で
の
香
典
な
ど
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

は
す
べ
て
罰
則
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
本
人
が
出

席
し
て
も
通
常
の
社
交
の
程
度

を
超
え
る
多
額
の
祝
儀
や
香
典

な
ど
は
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま

す
。�

候
補
者
な
ど
に
寄
附
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止

有
権
者
が
候
補
者
な
ど
に
寄

附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
脅
迫
し
た
り
、
陥

れ
る
目
的
で
要
求
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

�
あ
い
さ
つ
状
は
禁
止

候
補
者
な
ど
が
選
挙
区
内
に

あ
る
人
に
対
し
て
、
寒
中
見
舞

な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
は
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
場
合
を
除
き
、
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

�
有
料
広
告
の
禁
止

ル
ー
ル
守
り
明
る
い
選
挙

ル
ー
ル
守
り
明
る
い
選
挙 
ル
ー
ル
守
り
明
る
い
選
挙 

今
年
は
４
月
１３
日
�
に
京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙
、
同
２７
日
�
に
は
京
田
辺
市
長
選

挙
・
京
田
辺
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
候
補
者
も
有
権
者
も
お
互
い
に

ル
ー
ル
を
守
り
、
身
近
な
選
挙
か
ら
ク
リ
ー
ン
な
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
は
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の

３
歳
以
上
の
園
児
ら
１
千
５
７
５
人
に
明

る
い
選
挙
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
め
い
す
い

く
ん
」
の
塗
り
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
４
月
１３
日
�
に
行
わ
れ
る
京

都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙
と
、
同
２７
日
�

に
行
わ
れ
る
京
田
辺
市
長
選

挙
・
京
田
辺
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
を
前
に
、
園
児
に
保

護
者
と
一
緒
に
塗
り
絵
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
、
ご
家
庭
で

選
挙
に
つ
い
て
話
し
合
う
機

会
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

２
月
１８
日
に
香
村
道
夫
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
長
と
藤

田
冨
雄
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
会
長
の
２
人
が
大
住
幼

稚
園
を
訪
れ
、
園
児
た
ち
へ

手
渡
し
で
塗
り
絵
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
子
ど
も
た
ち
は
早
速

う
れ
し
そ
う
に
塗
り
絵
を
広

げ
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
考
え
よ
う

一
緒
に
考
え
よ
う 

一
緒
に
考
え
よ
う 

候
補
者
な
ど
や
後
援
会
が
選

挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
て
、

あ
い
さ
つ
の
目
的
で
有
料
の
広

告
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。�

後
援
会
の
寄
附
も
禁
止

後
援
会
が
選
挙
区
内
に
あ
る

人
に
対
し
て
、
シ
キ
ミ
や
香
典
、

祝
儀
な
ど
を
出
す
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

�
飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

飲
食
物
の
提
供
が
禁
止
さ
れ

贈らない 求めない 受け取らない

る
の
は
、
選
挙
人
に
限
ら
ず
す

べ
て
の
人
に
つ
い
て
で
あ
っ

て
、
候
補
者
が
選
挙
人
、
選
挙

運
動
員
、
労
務
者
な
ど
に
提
供

す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
第
三
者
が
候
補
者
や
選
挙

運
動
員
に
提
供
す
る
場
合
も
禁

止
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
選
挙
管
理
委
員

会
（
総
務
課
内
、
�
６４
・
１
３

２
６
）

で
す
。

視
覚
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
多
く
の
人
と
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
お
友
達
と

一
緒
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
は
じ
め
て
の
人
も
大
歓
迎

で
す
。

日
時
＝
３
月
２０
日
�
午
後
１

時
〜
４
時

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る

人
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
保
険

料
を
含
み
ま
す
）

問
合
せ
先
＝
府
視
覚
障
害
者

協
会
京
田
辺
支
部
　
岡
井
（
�

６５
・
３
０
４
５
）

送
迎
の
必
要
な
人
は
、
３
月

１４
日
�
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

福　祉 

水　道 下水道 国　際 
交　流 

日
時
＝
３
月
２０
日
�
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分

場
所
＝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

甘
南
備
園

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人

集
合
場
所
・
時
間
＝
市
役

所
・
午
前
９
時
４５
分

く
わ
し
く
は
、
府
視
覚
障
害

者
協
会
京
田
辺
支
部
　
岡
井

（
�
６５
・
３
０
４
５
）
ま
た
は
、

社
会
福
祉
課
（
�
６４
・
１
３
７

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
め
い
す
い
く
ん
」塗
り
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

３
歳
以
上

園
児
ら
に

寄
附
や
あ
い
さ
つ
状
な
ど
は
禁
止

視
覚
障
害
者
と
一
緒
に

種
目
は
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス鈴の入ったピン球を打ち合うサウンドテーブルテニス

香村委員長（右）と藤田会長（右から２人目）から塗
り絵を受け取る園児代表（2月18日、大住幼稚園）
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
文
化
セ
ン
タ
ー

は
、
第
３０
回
オ
ム
ロ
ン
け
い
は

ん
な
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き

ま
す
。

講
師
は
、
本
市
在
住
で
元
全

日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
活
躍
し
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、
中

野
眞
理
子
さ
ん
で

す
。バ

レ
ー
ボ
ー
ル
引

退
後
、
が
ん
を
克
服
。

今
で
は
恵
ま
れ
な
い

子
ど
も
た
ち
の
た
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
時
＝
４
月
２０
日
�
午
後
２

時
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

（
精
華
町
）

内
容
＝
講
演
会

講
師
＝
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
中
野
眞
理
子
さ
ん

テ
ー
マ
＝
「
人
生
の
金
メ
ダ

リ
ス
ト
に
な
る
た
め
に
」

定
員
＝
先
着
３
０
０
人

参
加
費
＝
１
人
１
０
０
０
円

（
た
だ
し
、
抽
選
で
１
５
０
人

を
無
料
招
待
し
ま
す
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

（
１
枚
で
１
人
）
の
往
信
用
に

「
第
３０
回
」
と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用

の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書
い
て

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ

京
都
文
化
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
０

０
・
８
２
１
６
京
都
市
下
京
区

東
洞
院
通
塩
小
路
下
ル
　
ル
ネ

サ
ン
ス
ビ
ル
内
、
�
０
７
５
・

３
４
３
・
５
５
２
２
）

高
槻
市
で
ヨ
シ
原
焼
き

灰
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

大
阪
府
高
槻
市
の
「
鵜
殿
の

ヨ
シ
原
保
存
会
」
と
「
上
牧
実

行
組
合
」
は
、「
ヨ
シ
原
焼
き
」

を
行
い
ま
す
。
こ
の
ヨ
シ
原
焼

き
は
、
ヨ
シ
原
の
保
全
や
害

草
・
害
虫
の
駆
除
、
不
慮
の
火

災
防
止
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ

る
伝
統
行
事
で
す
。

河
川
敷
の
広
範
囲
が
焼
か
れ

ま
す
の
で
、
風
向
き
に
よ
っ
て

は
淀
川
流
域
沿
線
の
広
い
範
囲

に
灰
が
舞
い
落
ち
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
特
に
洗
濯

物
な
ど
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
警
察
（
１
１
０
番
）

や
消
防
（
１
１
９
番
）
へ
の
お

問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。日

時
＝
３
月
９
日
�
午
前
９

時
〜
正
午
ご
ろ
（
雨
天
・
強
風

の
時
は
３
月
１６
日
�
に
延
期
し

ま
す
）

場
所
＝
大
阪
府
高
槻
市
道
鵜

町
・
上
牧
町
の
淀
川
河
川
敷

問
合
せ
先
＝
高
槻
市
公
園
緑

政
課
（
�
０
７
２
・
６
７
４
・

７
５
１
２
）

消
防
庁
は
３
月
１
日
	
か
ら

７
日
�
ま
で
「
春
の
火
災
予
防

運
動
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
期

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
防
火

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

で
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
尊

い
生
命
と
貴
重
な
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

今
年
度
の
全
国
統
一
防
火
標

語
は
「
消
す
心
　
置
い
て
く
だ

さ
い
　
火
の
そ
ば
に
」
で
す
。

ま
た
、
消
防
本
部
の
防
火
標
語

は
「
防
火
の
手
　
ひ
ろ
げ
て
守

ろ
う
！
　
安
心
の
ま
ち
」
で
す
。

小
学
校
の
非
常
勤

講
師
募
集
し
ま
す

山
城
教
育
局
は
、
平
成
１５
年

度
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
ま

す
。募

集
職
種
＝
小
学
校
非
常
勤

講
師申

込
用
紙
の
配
布
先
＝
学
校

教
育
課

申
込
・
問
合
せ
先
＝
山
城
教

育
局
（
�
６２
・
０
０
０
８
）

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署
は
、
普
通
救
命
講
習

会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２１
日
（
春
分
の

日
）
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
署

定
員
＝
先
着
２０
人

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
３
月
２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
消
防
署

（
�
６３
・
１
１
２
５
）

ゆ
ず
り
ま
す

�
毛
糸
編
み
機
（
１０
年
く
ら

い
前
の
機
種
）
�
電
動
ベ
ッ
ド

（
有
料
）
�
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン

（
有
料
）
�
食
器
棚
（
木
製
）

受
付
開
始
日
時
＝
３
月
５
日

�
午
前
８
時
３０
分
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

サークル運営に悩んだり、他のサークル活動の様子を知
りたいと思ったことはないですか。市は、これらの情報や
意見交換のため、育児サークルリーダーを対象に交流会を
開きます。講師のアドバイスもあります。
日時＝3月10日�午前9時50分～正午
場所＝保健センター
講師＝NPOこころの子育てインターネット関西の原博美

さん
問合せ先＝健康推進課（�64・1334）
新しくサークルを作った人には、案内状を送りますので

お知らせください。

リーダー交流会 リーダー交流会 リーダー交流会 
育児サークルでの情報を交換

昨
年
の
交
流
会
の
よ
う
す

期
間
中
、
消
防
本
部
は
市
内

一
円
の
巡
回
広
報
や
区
・
自
治

会
を
対
象
と
し
た
防
火
指
導
、

事
業
所
と
の
消
防
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り

が
火
災
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う
。万

が
一
、
火
災
が
発
生
し
た

時
に
重
要
な
の
は
初
期
消
火
活

動
。
そ
の
た
め
に
一
家
に
一
つ

は
消
火
器
を
備
え
、
使
い
方
を

し
っ
か
り
マ
ス
タ
ー
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
消
火
器

を
安
全
に
使
う
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
点
検
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
。
消
火
器
が
腐
食
・
変

形
し
た
り
し
て
い
る
と
、
使
用

時
に
破
裂
し
て
、
人
身
事
故
に

至
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

消
防
本
部
で
は
古
く
な
っ
た
消

火
器
の
取
り
替
え
な
ど
に
つ
い

て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
火
器
を
処
分
す
る
時
は
、

販
売
店
か
製
造
元
な
ど
の
専
門

業
者
に
引
き
取
り
を
依
頼
（
有

償
）
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
予
防
課
（
�

６３
・
７
８
２
６
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
火
意
識

防
火
意
識
を
高
め
よ
う

を
高
め
よ
う
 

防
火
意
識
を
高
め
よ
う

中野眞理子さん

郷
土
史
会
の
記
念
誌

資
料
収
集
に
協
力
を

郷
土
史
会
は
発
足
５０
周
年
を

記
念
し
、
移
り
変
わ
っ
た
生
活

様
式
や
ま
ち
の
様
子
・
遊
び
な

ど
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
そ

れ
ら
を
掲
載
し
た
記
念
誌
を
作

り
ま
す
。

発
行
月
は
、
同
会
が
発
足
５０

周
年
を
迎
え
る
平
成
１７
年
３

月
。
同
誌
に
は
昔
か
ら
伝
わ
る

行
事
や
家
庭
習
慣
な
ど
を
掲
載

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

同
会
は
同
誌
を
発
行
す
る
に

あ
た
り
、
掲
載
す
る
内
容
や
情

報
を
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
募
集
し
ま
す
。

提
供
を
お
願
い
す
る
内
容
＝

▼
景
観
（
町
・
村
・
田
園
風
景
）

▼
年
中
行
事
▼
正
月
行
事
▼
農

業
・
商
業
・
工
業
▼
子
ど
も
の

遊
び
▼
家
庭
習
慣
▼
戦
争
体
験

な
ど募

集
期
間
＝
４
月
１
日
�
〜

平
成
１６
年
１２
月
３１
日
�

応
募
方
法
＝
１
項
目
に
つ

き
、
そ
の
内
容
を
２
０
０
字
〜

８
０
０
字
程
度
で
書
い
て
、
郷

土
史
会
事
務
局
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

送
付
先
＝
郷
土
史
会
事
務
局

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京
田

辺
市
田
辺
８０
、
社
会
教
育
課
内
）

く
わ
し
く
は
、
郷
土
史
会
長

藤
本
（
�
６２
・
１
２
７
７
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集募　集 
しますします 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 下水道 国　際 
交　流 

募　集 
します 

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 下水道 

e t c .

国　際 
交　流 

消
火
器
は
普
段
か
ら

異
常
の
チ
ェ
ッ
ク
を

あ
な
た
の
家
の
消
火
器

は
、
安
全
に
使
え
ま
す
か
。

次
の
よ
う
な
異
常
が
な
い
か

を
日
ご
ろ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

◎
容
器
や
キ
ャ
ッ
プ
に

腐
食
や
さ
び
、
変
形
は
な
い

か
◎
ホ
ー
ス
に
ひ
び
割
れ

は
な
い
か

異
常
が

あ
る
消
火

器
は
使
わ

な
い
で
処

分
し
、
新

し
い
も
の

に
取
り
替

え
ま
し
ょ

う
。

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
師
は
バ
レ
ー
金
メ
ダ
リ
ス
ト
中
野
さ
ん

火災予防運動

中部住民センターの開所記念講演会
越冬隊長が南極の気候と環境を語る
教育委員会とＮＨＫ京都文化センターなどは、ＮＨＫ公開セミナー

「南極の自然～地球の気候と南極～」を2月16日に中部住民センターで
開きました。
これは、昨年10月にオープンした中部住民センターの開所を記念し

て行われたもので、120人が参加しました。
講師は越冬隊長として南極へ行かれた経験を持つ、国立極地研究所

教授の藤井理行さん。
藤井さんは、「南極は地球に手付かずに残された雪と氷の大陸。そこ

に残された過去数十万年の地球の気候と環境変化」を紹介されました。
参加者は、神秘に満ちた「南極の自然」に思いをめぐらせているよ

うでした。

北
部
ふ
れ
あ
い
祭
を

１４
日
か
ら
３
日
間
開
催

北
部
ふ
れ
あ
い
祭
（
主
催
＝

同
実
行
委
員
会
）
を
開
き
ま
す
。

【
３
月
１４
日
�
】

内
容
・
開
始
時
間
＝
カ
ラ
オ

ケ
大
会
・
午
後
６
時
３０
分
か
ら

【
同
１５
日
�
】

内
容
・
開
始
時
間
＝
▼
大
住

中
学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー

ト
・
午
後
２
時
か
ら
▼
舞
台
発

表
・
午
後
３
時
か
ら
▼
社
交
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
・
午
後
６
時

３０
分
か
ら

【
同
１６
日
�
】

内
容
・
開
始
時
間
＝
▼
模
擬

店
と
舞
台
発
表
・
午
前
９
時
３０

分
か
ら
▼
お
茶
席
・
午
前
９
時

３０
分
か
ら

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先
＝
北
部
ふ
れ
あ
い

祭
実
行
委
員
会
（
北
部
住
民
セ

ン
タ
ー
内
、
�
６３
・
７
９
５
５
）

ポ
ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ 

P
O
C
K
E
T
C
A
M
E
R
A
　
P
O
C
KE

TCAM
ER
A
　
P
O
C
K
E
T
C
A
M
E
R
A
　
P
O
C
KETCA

M
ER
A
　

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

N
H
K
公
開
セ
ミ
ナ
ー

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 4 ＞

府
は
、
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
け

い
は
ん
な
高
度
水
処
理
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１７
日
�
午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
４
時
１５
分

時
間
・
場
所
・
内
容
・
講

師
＝
▼
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
・

ハ
イ
タ
ッ
チ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

タ
ッ
チ
ワ
ン
ホ
ー
ル
（
木
津

町
）
・
講
演
会
…
「
私
た
ち
の

生
活
と
高
度
水
処
理
技
術
」
・

京
都
大
学
名
誉
教
授
の
宗
宮
功

さ
ん
▼
午
前
１１
時
３０
分
か
ら
・

同
・
研
究
発
表
…
「
木
津
川
の

水
質
調
査
活
動
報
告
」
・
木
津

高
等
学
校
化
学
ク
ラ
ブ
の
み
な

さ
ん
▼
午
後
１
時
か
ら
・
施
設

見
学
…
ア
タ
カ
工
業
環
境
研
究

所→

地
球
環
境
産
業
技
術
研
究

機
構
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ→

木
津
川
上
流

浄
化
セ
ン
タ
ー→

福
寿
園
Ｃ
Ｈ

Ａ
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
先
着
１
０
０
人

参
加
費
＝
無
料

福
寿
園
Ｃ
Ｈ
Ａ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
希
望
す
る
人
に
抹
茶
の
試

飲
体
験
（
先
着
３０
人
・
５
０
０

円
）
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法
＝
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
電
話
番
号
（
ま
た
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
）
・

「
抹
茶
体
験
」
参
加
希
望
の
有

無
を
書
い
て
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

し
め
き
り
＝
３
月
１０
日
�

申
込
先
＝


シ
ス
テ
ム
科
学

研
究
所
（
�
０
７
５
・
２
３

１
・
４
４
０
４
、
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
＝uketsuke@

issr-
kyoto.or.jp

）

ハ
イ
タ
ッ
チ
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
へ
は
、
高
の
原
駅
か
ら
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
府
文
化
学
術
研

究
都
市
推
進
室
（
�
０
７
５
・

４
１
４
・
５
１
９
５
）

市
は
、
５
月
１１
日
�
に
開
く

「
子
ど
も
の
主
張
大
会
」
の
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
＝
「
日
常
生
活
や
学

校
な
ど
で
、
日
ご
ろ
考
え
て
い

る
こ
と
や
、
体
験
を
通
し
て
感

じ
た
こ
と
、
主
張
し
た
い
こ
と
」

応
募
資
格
＝
市
内
に
在
住
す

る
平
成
１５
年
度
の
小
・
中
学
生

の
人応

募
点
数
＝
１
人
１
点
（
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
以

内
）

応
募
方
法
＝
作
品
の
裏
面
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、
児
童
福
祉
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

し
め
き
り
＝
４
月
２
日
�

応
募
な
ど
く
わ
し
く
は
、
児

童
福
祉
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
７
７
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
に
は

許
可
が
必
要
で
す

屋
外
に
設
置
さ
れ
る
種
々
の

広
告
物
は
、
無
制
限
・
無
秩
序

に
設
置
さ
れ
た
場
合
に
は
自
然

の
景
観
や
街
並
み
が
損
な
わ
れ

た
り
、
見
る
人
に
不
快
感
を
与

え
た
り
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
設
置
方
法
の
安
全

性
に
十
分
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、
歩
行
者
や
車
両
に

大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
。

市
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
許
可
の
基
準
な
ど
を

規
則
で
定
め
て
い
ま
す
。

許
可
の
必
要
な
屋
外
広
告
物

と
は
、「
常
時
ま
た
は
一
定
の

期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に

表
示
さ
れ
る
も
の
」
で
広
告

板
・
広
告
塔
・
広
告
幕
・
は
り

紙
・
は
り
札
な
ど
を
い
い
ま

す
。な

お
、
現
在
許
可
を
受
け
ら

れ
て
い
る
屋
外
広
告
物
に
つ
い

て
は
、
許
可
期
間
が
３
月
３１
日

�
ま
で
で
す
の
で
、
継
続
し
て

掲
出
さ
れ
る
場
合
は
お
早
め
に

更
新
手
続
き

を
し
て
く
だ

さ
い
。

み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま

す
。申

請
・
問

合
せ
先
＝
土

木
課
（
�

６４
・
１
３
４

４
）

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

国
際
交
流
を
進
め
る
た
め
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る

人
補
助
金
の
種
類
・
金
額
＝
▼

Ａ
タ
イ
プ
…
自
宅
に
外
国
人
留

学
生
な
ど
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ

せ
る
場
合
・
受
け
入
れ
夜
数
１

夜
に
つ
き
２
０
０
０
円
（
限
度

額
は
５
夜
１
万
円
で
受
け
入
れ

人
数
が
２
人
以
上
で
も
１
人
分

の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
）
▼

Ｂ
タ
イ
プ
…
市
民
が
自
費
で
海

外
研
修
お
よ
び
留
学
を
す
る
場

合
（
企
業
な
ど
か
ら
の
派
遣
や

観
光
旅
行
、
外
国
人
と
の
交
流

を
伴
わ
な
い
研
修
旅
行
は
除
き

ま
す
）
・
宿
泊
夜
数
１
夜
に
つ

き
２
０
０
０
円
（
限
度
額
は
５

夜
１
万
円
で
外
国
人
と
の
交
流

を
伴
わ
な
い
期
間
は
対
象
外
で

す
）申

請
方
法
＝
秘
書
室
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
資
料
（
学
校
か
ら
の

証
明
書
や
旅
行
の
日
程
表
な

ど
）
と
一
緒
に
、
同
室
へ
交
流

体
験
開
始
日
の
２
週
間
以
上
前

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

交
流
体
験
終
了
後
に
申
請
さ

れ
て
も
、
交
付
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。補

助
金
の
交
付
は
、
Ａ
タ
イ

プ
は
同
一
世
帯
に
対
し
て
１
年

度
内
（
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月

３１
日
）
に
１
回
。
Ｂ
タ
イ
プ
は
、

１
人
に
つ
き
１
年
度
内
に
１
回

で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
秘
書
室

（
�
６４
・
１
３
２
２
）

屋外広告物許可証の見本

子どもの主張大会 子どもの主張大会 
あなたも出場してみませんか

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
関
連
イ
ベ
ン
ト

高
度
水
処
理
セ
ミ
ナ
ー

高
度
水
処
理
セ
ミ
ナ
ー 

高
度
水
処
理
セ
ミ
ナ
ー 

補
助
金
交
付
し
ま
す

国
際
交
流
の
促
進

商
工
会
は
、
現
役
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
の
毛
利
八
郎
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
て
講
演
会
を
開

き
ま
す
。

内
容
は
、
日
々
め
ま
ぐ
る
し

く
変
動
す
る
世
界
情
勢
の
中

で
、
日
本
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。
硬
軟
織
り
交

ぜ
て
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
に
つ
い

て
で
す
。

多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１５
日

	
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時場

所
＝
商
工
会
館

テ
ー
マ
＝
「
テ
レ

ビ
の
裏
側
か
ら
見
え

る
日
本
」

講
師
＝
関
西
テ
レ
ビ
放
送

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
毛
利

八
郎
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
商
工
会
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
商
工
会

（
�
６２
・
０
０
９
３
、
�
６２
・

３
９
２
６
）

講演会を開きます 講演会を開きます 

テレビの裏側から見える日本

昨年の子どもの主張大会（中央公民館）

毛利八郎さん

消
す
心
　
置
い
て
く
だ
さ
い
　
火
の
そ
ば
に

５
月
１１
日

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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心配ごと 
相談 

田辺地方 
振興局 
�62-0173

田辺 
児童館 
�63-1081

普賢寺 
児童館 
�65-0153

児童 
福祉課 
�64-1377

地域子育て 
支援センター 
�62-0468

府民無料 
法律相談 

市民無料 
法律相談 

高齢者・障害者など対象
に福祉サービスの契約な
ど生活支援について 

60歳以上の人を対象 

18歳未満の子どものこ
とについて、気にかか
ることなど 

市民（乳幼児を除く）
を対象 

在宅介護に関する各種
相談・アドバイス 

家でできる訓練の方法
や、内容について 
（来所も可） 

妊婦・乳幼児の相談、 
乳幼児の身体計測など 

弁護士による相談 
�3月20日�4月1日から電話予
約受付（土・日・祝日を除く） 

成人を対象 
電話予約受付 

弁護士による相談 
3月14日電話予約受付 

地域福祉 
権利擁護 
相談 

南部 
法律相談
センター 

3月19日� 
13：30～15：00 
三山木福祉会館 

3月20日� 
13：30～15：00 
飯岡公民館 

3月19日� 
10：00～12：00 

老人福祉センター常磐苑 

3月11日� 
9：00～11：00 

保健センター（�63-2662） 

3月6日� 
9：00～11：00 
保健センター 

心配ごと 
出張相談 

毎週月曜日 
9：00～11：00 
保健センター 

3月17日� 
13：30～16：30 
田辺地方振興局 

�4月2日��4月16日� 
13：30～16：30 
市役所会議室 

老人健康 
相談 

毎週月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～15：00 

田辺児童館 

毎週月曜日 
9：00～12：00・13：00～16：30 

普賢寺児童館 

毎週月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：30 

児童福祉課 

電話相談　毎週月～金曜日 
来所相談　毎週月曜日 
9：00～16：00

発達相談 

育児相談 

家庭児童 
相談室 

すくすく 
子育て 
相談 

健康相談 

リハビリ 
電話相談 

問合せ先 

京都 
弁護士会 
�075-231-2378

在宅介護 
支援相談 

3月10日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

登記・相続・離婚問題
など（予約制） 

司法書士 
法律相談 

3月5日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

法律問題全般 
（予約制） 

弁護士に
よる無料 
法律相談 

3月25日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

3月20日� 
13：30～16：00 
北部住民センター 

3月31日� 
13：30～16：00 

老人福祉センター常磐苑 

毎週木曜日 
13：00～17：00 

CIKビル（近鉄新田辺駅西） 

3月5日�・14日�・25日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

相談内容 
なやみごと 
（人権・行政） 
相談 

相談名 

妊婦 
乳幼児 
相談 

成人健康 
相談 

相談名 

日時・場所 

相談内容 日時・場所 

問合せ先 

人権擁護委員・行政相
談委員による相談 

3月12日�市役所会議室 
26日�北部住民センター 
13：30～16：00 広報 

広聴課 
�62-4343

健康 
推進課 
�64-1334 
�64-1335

高齢 
福祉課 
�64-1373

ふれあい 
相談室 

土曜日 
なんでも 
相談 

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制） 

一人で悩まずどんなこ
とでもご相談を 
電話・FAX・来所可 

毎週月～金曜日 
9：00～16：00 
社会福祉センター 

3月15日� 
10：00～12：00 
社会福祉センター 

生活 
なんでも 
相談 

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について） 

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円） 

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制） 

教育相談 
学校 
教育課 
�63-4488

社会福祉 
協議会 
�62-5447 
�65-4962

乳幼児のことについ
て、気にかかることな
ど 

※相談日が祝日のときは、相談開催日を変更する場合が 
　ありますので各担当へお問い合わせください。 

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談 

毎週水・金曜日 
13：30～16：00 
市役所3階306会議室 

消費生活 
相談 

産業 
振興課 
�64-1360

13：00～ 
●4日�　 三山木小学校 
●  〃　　 大住小学校 
●10日�　田辺小学校 
●11日�　桃園小学校 
●13日�　田辺東小学校
●18日�　松井ケ丘小学校 
●20日�　中央公民館 

女性による女性のため
のカウンセリング 

3月20日� 
13：30～16：30 
市役所会議室 

女性の 
相談室 

政策 
推進課 
�64-1309

毎週日曜日・祝日 
受付時間＝8：30～14：30

休日応急診療所開設 

日にち 

ツベルク
リン反応 

三種混合 

種別 対象 

受付時間＝13：30～14：30 
場所＝保健センター　　　 
問合せ先＝健康推進課（�64-1334） 

予防接種の日程 

3月4日� 14年10月生まれおよび申込者 
※2日後の判定・ＢＣＧに来てください。 

判定・ 
ＢＣＧ 

3月6日� 3月4日にツ反を受けた人のみ対象 

10：30～12：00,13：30～15：30

愛の献血 
3月18日� 

田辺公民館 

3月19日� 
3月3日� 2月生まれおよび申込者 

生後6～18か月の乳幼児で 

3月生まれおよび申込者 

体
育
館 

北 

京田辺 
市役所 

旧307号 

田辺西 
IC 国道307号 

府
道
八
幡
木
津
線 

至八幡市 

至
枚
方
市 

至木津町 至府道生駒井手線 

田辺 
中学校 

中央 
公民館 

消防署 

保 健 
センター 

　
京
奈
和
自
動
車
道 P

駐車場 

※保健センター駐車場が満車の場合は、上記駐車場をご利用ください。 

保健センター駐車場案内 

3月のギャラリー
�「第3回パレット油絵展」：渋川正代＝4日

�～9日��そよかぜ幼稚園「にじみ絵」展：
小笠原陽子＝11日�～16日��「堀辰雄50回忌
記念」～花あしびの似合う人・堀辰雄掌展（辰
雄と立原道造の小さな小さな文庫展）：古川
章＝18日�～23日�。ただし21日（春分の日）
は除きます。�「二人の合同作品展」仏像彫刻
野々垣欽・各種手芸（遺作）故　文子：野々垣
欽＝25日�～30日�。ただし28日�は除きます。

3月の映画会
今月は、アカデミー賞受賞作品特集です。
� 1日…戦場にかける橋� 1 5日…ゴッド

ファーザー�22日…マイ・フェア・レディ�29
日…フォレストガンプ／一期一会
いずれも土曜日の午前10時30分から

おはなし会
�3月1日	…ゆきむすめ�8日	…かしこい

グレーテル�15日	…へこきじい�19日�…
きょうのおべんとうなんだろな�22日	…おば
あさんのひっこし�29日	…絵姿女房
時間＝�水曜日…午後3時30分～4時�土曜日

…午後3時～3時30分
話し手＝�水曜日…図書館職員�土曜日…図

書館サークルのいろりの会

中学生から大人までのおはなし会
3月22日	午後2時～3時…ほうき売りと土人

形
話し手＝図書館サークルのいろりの会

おはなし会
�3月1日	…“おたのしみ”�8日	…ぐり

とぐらのおおそうじ�15日	…カエルののどじ
まん（エプロンシアター）・これはのみのぴこ
（パネルシアター）�22日	…エパミナンダス
�26日�…ごちゃまぜカメレオン�29日	…こ
ぶじいさま�4月5日	…こすずめのぼうけん
時間＝�3月1・8・22・29日・4月5日	…午

前11時～11時30分�15日	…午前11時～11時40
分�26日�…午後3時30分～4時
話し手＝�水曜日…図書館職員�土曜日…図

書館サークルのおはなしバスケット

中央図書館 

中央図書館北部分室 

中央図書館 

新しい本の紹介 

�65-2500　�65-1222

中央図書館中部分室 

中央図書館 

中央図書館北部分室中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館北部分室 
北部住民センター内 
�63-0499　�63-7956

中央図書館中部分室 

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室中央図書館中部分室 中央図書館中部分室 
中部住民センター内 
�64-8833　�64-8820

おはなし会
3月12日�午後3時30分～4時…ながいしっぽ
話し手＝図書館職員

教
育
委
員
会
は
、
歴
史
や
文
化
財
に
対
し

正
し
い
認
識
と
関
心
を
深
め
、
文
化
財
の
保

護
と
活
用
を
進
め
る
た
め
に
「
歴
史
講
演
会
」

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２９
日
	
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
＝
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
＝
「
応
仁
の
乱
と
田
辺
郷
」

講
師
＝
府
立
総
合
資
料
館
研
究
員
の
黒
川

直
則
さ
ん

定
員
＝
１
２
０
人

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
課
（
�
６４
・
１
３

９
３
）

２９
日
に
歴
史
講
演
会

日
に
歴
史
講
演
会 

２９
日
に
歴
史
講
演
会

日
に
歴
史
講
演
会 

２９
日
に
歴
史
講
演
会 

テ
ー
マ
は「
応
仁
の
乱
と
田
辺
郷
」

84:684:684:684:684:684:684:68
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市
は
、
土
曜
わ
く
わ
く
体
験

教
室
を
開
き
ま
す
。

日
程
・
時
間
・
内
容
＝
左
表

の
と
お
り

場
所
＝
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人
。
小
学
生
低

市
は
、
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
で

開
く
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
＝
発
表
は
音
楽
に

限
り
ま
す
（
ジ
ャ
ン
ル
は
不

問
）。
た
だ
し
、
市
役
所
の
業

務
に
支
障
を
き
た
す
音
楽
や
カ

ラ
オ
ケ
、
宗
教
・
政
治
活
動
、

営
利
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
会
場
の

都
合
で
、
ピ
ア
ノ
を
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

開
催
日
＝
市
役
所
開
庁
日
で

年
に
数
回
開
く
予
定
。
出
演
日

は
相
談
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

時
間
＝
午
後
０
時
２５
分
か
ら

３０
分
間

場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民
ロ

ビ
ー申

込
方
法
＝
政
策
推
進
課
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
同
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
催
回
数
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
申
込
多
数
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
講
習
会
開
き
ま
す

日
時
＝
４
月
５
日
	
午
前
１０

時
〜
正
午
と
午
後
２
時
〜
４
時

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の
人

定
員
＝
３０
人
ず
つ
６０
人

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
受
講
希
望
日
時
・
住

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
は
、
学

研
都
市
住
民
と
地
元
農
家
の
ふ

れ
あ
い
の
場
　
農
産
物
直
売
所

精
華
町
川
西
観
光
苺
園
で

は
、「
い
ち
ご
狩
り
」
が
楽
し

め
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
炭
火
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
、
い
ち
ご
・
地
場
野

菜
の
即
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
＝
３
月
８
日
	
〜
５
月

3月の土曜わくわく体験教室 
実施日 

15日� 

8日� 

10:00～15:00

22日� 

時間 

竹のおもちゃを
作ろう 
（竹クラフト） 

ミニ・ウォーク
ラリーをしよう 
〈弁当持参〉 

29日� 

内容 

10:00～15:00

木のおもちゃを
作ろう 
（木クラフト） 

春の新芽を 
訪ねて散策 
〈弁当持参〉 

10:00～12:00

13:00～15:00

13:00～15:00

10:00～12:00

場
合
は
抽
選
で
出
演
者
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
め
き
り
＝
３
月
２８
日
�

（
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
政
策
推

進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・
１

３
１
０
）

高齢者の交通事故を防止しましょう！ 高齢者の交通事故を防止しましょう！ 
平成14年中、京都府内の交通事故死者数は136人で、前年と比較 
すると28人減少しました。しかし、65歳以上の高齢者の死者数は 
52人（全体の38.2％）と、平成6年以降、毎年50人を超えています。 

高齢者の交通事故の特徴 

歩行中（特に横断中）に多発 自転車乗車中の事故が増加 

 

歩行中、自転車乗車中の高齢者の交通事故は、ほとんど自宅近くで発生 
しています。通り慣れた道だと油断は禁物。道路を横断するときは、必 
ず安全を確かめましょう。また、ドライバーのみなさん、高齢者を見か 
けたらスピードを落として安全運転を 
お願いします。 田辺警察署  �63-0110

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 下水道 

中　央 
体育館 

国　際 
交　流 

JAJA京都やましろ京都やましろ 
花野果市 
JA京都やましろ 
花野果市 

国
道
24
号 

国道163号 

山
松
川

山
松
川 

山
松
川 

鹿
川 

相楽 
小学校 

府総合 
庁舎 

JR片町線 

木津町 
役場 

JR
関
西
本
線 

近
鉄
京
都
線 

西木津 

中央 
体育館 

いずみ 
ホール 

JRJR
奈
良
線

奈
良
線 

JR
奈
良
線 山

田
川 

高
の
原 

木
津 

「
花
野
果
市
（
は
な
や
か
い
ち
）」

を
木
津
町
内
で
開
店
し
て
い
ま

す
。こ

の
直
売
所
は
、
地
元
農
家

が
「
安
全
な
食
材
と
や
す
ら
ぎ
」

を
提
供
し
、
都
市
住
民
が
「
い

や
し
の
場
」
と
し
て
農
村
・
農

業
を
身
近
に
感
じ
、
学
研
都
市

住
民
と
地
元
農
家
の
交
流
が
深

ま
り
、
人
と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
る
こ
と
で
、
よ
り
魅

力
的
な
学
研
の
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し

２５
日
�
（
要
予
約
）

時
間
＝
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
。
い
ち

ご
狩
り
は
１
時
間
程

度
で
お
願
い
し
ま

す
。場

所
＝
精

華
町
川
西
観
光

苺
園入

園
料
＝

【
土
・
日
曜
日

と
祝
日
】
▼
大

人
（
中
学
生
以

上
）
…
１
３
０
０
円
▼
小

人
（
小
学
生
）
…
１
１
０

０
円
▼
幼
児
（
３
歳
以
上
）

…
８
０
０
円
【
平
日
】
▼

大
人
（
中
学
生
以
上
）
…

１
０
０
０
円
▼
小
人
（
小

学
生
）
…
８
０
０
円
▼
幼

買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う

「
花
野
果
市
」
㊨
店
内
に

は
地
元
農
家
栽
培
の
農

産
物
が
た
く
さ
ん

児
（
３
歳
以
上
）
…
５
０
０
円

消
費
税
が
別
途
必
要
で
す
。

団
体
は
、
３０
人
以
上
（
平
日

は
１０
人
以
上
）
の
場
合
１
割
引

で
す
。

予
約
・
問
合
せ
先
＝
精
華
町

川
西
観
光
苺
園
（
�
９４
・
５
２

３
０
）

学
年
以
下
は
、
親
子
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

材
料
費
＝
２
０
０
円
程
度

申
込
・
問
合
せ
先
＝
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
（
�
６２
・
２
８
１

６
）

出
演
者
を
募
集
し
ま
す

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

(

勤
務
先
・
学
校
名
な
ど)

と

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
希
望
」

を
、
返
信
用
の
表
に
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
田
辺
中
央
体
育
館

に
送
付
。
ま
た
は
、
住
所
・
氏

名
を
書
い
た
は
が
き
を
同
体
育

館
に
直
接
持
参
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
＝
３
月
１０
日
�
〜

２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、

�
６２
・
１
５
０
１
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

適
切
な
体
力
づ
く
り

田
辺
中
央
体
育
館
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
体
力
を

総
合
的
に
測
定
し
、
専
門
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
目
的
に
合
わ

せ
た
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま

す
。開

催
日
・
時
間
＝
３
月
８
・

１５
・
２２
・
２９
日
	
、
１０
・
１７
日

�
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
承
認
証
を
お
持
ち
の
人

定
員
＝
１
時
間
に
２
人
の
割

合
利
用
料
＝
１
回
５
０
０
円

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用

料
は
別
途
必
要
で
す
）

申
込
方
法
＝
希
望
す
る
日
の

前
日
ま
で
に
、
田
辺
中
央
体
育

館
へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

けいはんな けいはんな 

て
い
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
手

間
は
か
か
っ
て
も
、
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る
、
美
味
し
く
て
安

全
な
野
菜
づ
く
り
」
で
す
。

休
業
日
＝
年
末
年
始
や
特
休

日
営
業
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午

後
５
時

場
所
＝
木
津
町
木
津
八
色

１８
・
７

問
合
せ
先
＝
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま

し
ろ
木
津
支
店
（
�
７２
・
１
７

７
１
）

市
役
所
ロ
ビ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト

市
役
所
ロ
ビ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト 

市
役
所
ロ
ビ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト 

土曜日に体験教室 土曜日に体験教室 
野外活動センター

みんなで参加しませんか

花
野
果
市

は
な
や
か
い
ち

で
新
鮮
野
菜
を

い
ち
ご
狩
り
は
じ
ま
る

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

消防本部 

国保病院 
保健センター 
国保病院 
保健センター 

水道事務所 水道事務所 

近
鉄
京
都
線 

J
R

J
R

学
研
都
市
線

学
研
都
市
線

 

J
R
学
研
都
市
線 国

道
２４
号 

木
　
津
　
川 

華工房 

開橋 開橋 府
道
八
幡
木
津
線

府
道
八
幡
木
津
線

新
祝
園
　 

祝
　
園 

むくのき 
センター 

京
奈
和
自
動
車

精華町役場 精華町役場 

精華町川西 
観 光 苺 園 
精華町川西 
観 光 苺 園 

いちご狩りを楽しむみなさん

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 
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ＤＶ
の
被
害
者
支
援
へ

の
被
害
者
支
援
へ 

ＤＶ
の
被
害
者
支
援
へ 

30日に花見ウォーク 30日に花見ウォーク 

観
光
協
会
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
本
市
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
花
見
ウ
ォ
ー
ク
を
開
き

ま
す
。

日
時
＝
３
月
３０
日
�
（
雨
天

決
行
）

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
１１

時
集
合
・
受
付
・
ス
タ
ー
ト
場

所
＝
酬
恩
庵
一
休
寺
（
駐
車
場

は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

ゴ
ー
ル
場
所
＝
大
御
堂
観
音

寺
（
近
鉄
三
山
木
駅
ま
で
無
料

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
）

コ
ー
ス
＝
一
休
寺→

甘
南
備

山→

大
御
堂
観
音
寺

距
離
＝
９
�

イ
ベ
ン
ト
の
場
所
・
時
間
・

内
容
＝
▼
一
休
寺
・
午
前
９
時

〜
１１
時
・
同
寺
拝
観
▼
大
御
堂

観
音
寺
・
午
前
１１
時
〜
午
後
３

時
・
野
だ
て
、
同
寺
拝
観
、
菜

の
花
摘
み
、
竹
の
子
鍋
、
模
擬

店
、
茶
の
接
待
な
ど

観
光
協
会
は
、
花
見
ウ
ォ
ー

ク
に
参
加
す
る
人
を
対
象
に
花

見
弁
当
を
予
約
販
売
し
ま
す
。

料
金
＝
１
０
０
０
円
（
消
費

税
を
含
み
ま
す
）

申
込
方
法
＝
観
光
案
内
所
へ

代
金
を
持
参
す
る
か
、
郵
送
に

よ
る
郵
便
為
替
で
受
け
付
け
ま

す
。し

め
き
り
＝
３
月
２３
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
観
光
案

内
所
（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１

京
田
辺
市
田
辺
久
戸
５２
・
３
商

工
会
館
内
、
�
６８
・
２
８
１
０
）

参
加
料
＝
▼
大
人
５
０
０
円

（
高
校
生
以
上
）
▼
子
ど
も
２

０
０
円
（
小
・
中
学
生
）
▼
幼

児
以
下
は
無
料

申
込
方
法
＝
代
表
者
氏
名
・

連
絡
先
と
参
加
人
数
を
書
い

て
、
は
が
き
・
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
３
月
２３
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
観
光
案

内
所
（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１

京
田
辺
市
田
辺
久
戸
５２
・
３
商

工
会
館
内
、
�
６８
・
２
８
１
０
、

�
６８
・
２
８
１
７
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝

h
ttp://w

w
w
.ik
k
yu
-

land.gr.jp

）

２
月
９
日
に
市
民
駅
伝
大
会

（
主
催
＝
社
会
体
育
協
会
・
教

育
委
員
会
）
が
行
わ
れ
、
地
域

や
学
生
な
ど
で
結
成
さ
れ
た
２４

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
本
市
を
南

北
に
縦
断
す
る
駅
伝
コ
ー
ス
で

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
市
民
の
健
康

増
進
と
体
力
向
上
お
よ
び
選
手

相
互
の
親
睦
を
深
め
て
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
ろ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
今
年
で
１９
回

目
。コ

ー
ス
は
松
井
ケ
丘
小
学
校

前
を
ス
タ
ー
ト
と
し
、
薪
小
学

校
か
ら
市
役
所
、
酒
屋
神
社
を

通
り
水
取
池
ケ
谷
で
折
り
返

し
、
普
賢
寺
小
学
校
か
ら
大
御

堂
観
音
寺
を
抜
け
田
辺
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ゴ
ー
ル
す
る
６

区
間
、
１７
・
６
�
の
起
伏
が
激

し
い
タ
フ
な
も
の
で
す
。

大
会
当
日
は
、
時
折
、
雨
が

降
る
あ
い
に
く
の
天
気
。
午
前

１０
時
、
号
砲
を
合
図
に
ス
タ
ー

ト
し
た
選
手
は
沿
道
か
ら
お
く

ら
れ
る
市
民
の
温
か
い
声
援
を

受
け
な
が
ら
力
走
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
懸
命
に
た
す
き
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
一
般
の
部
…
①
市
役
所
駅

伝
部
（
１
時
間
８
分
０４
秒
）
②

大
住
ケ
丘
（
１
時
間
１０
分
４８
秒
）

③
一
休
ケ
丘
（
１
時
間
１０
分
５１

秒
）
▼
女
子
の
部
…
①
同
志
社

国
際
Ｃ
（
１
時
間
１８
分
０１
秒
）

②
走
ろ
う
会
女
子
（
１
時
間
２５

分
０６
秒
）
③
完
走
組
（
１
時
間

３０
分
２５
秒
）
▼
学
生
の
部
…
①

同
志
社
国
際
Ａ
（
１
時
間
０
分

２３
秒
）
②
同
志
社
大
学
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
Ａ
（
１
時
間

１
分
１０
秒
）
③
同
志
社
大
学
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
Ｂ
（
１

時
間
２
分
２４
秒
）

駅伝大会に24チーム 駅伝大会に24チーム 駅伝大会に24チーム 

市
は
、
Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
＝

パ
ー
ト
ナ
ー
や
恋
人
か
ら
の
暴

力
）
被
害
者
支
援
の
た
め
の
連

携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
よ
う
と
２
月
１３

日
、
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し

た
。同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
京
阪

奈
北
近
隣
都
市
サ
ミ
ッ
ト
を
構

成
す
る
本
市
を
は
じ
め
八
幡
・

生
駒
・
交
野
・
寝
屋
川
・
枚
方

の
６
市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
共
同
研
究
の
中
間
報
告
を
市

民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
併
せ
て
ご
意
見
を
聞
こ
う

と
開
い
た
も
の
で
、
約
２
３
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
ウ
ィ

メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
京
都

の
井
上
摩
耶
子
代
表
が
基
調
講

演
。
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
は
『「
逃

げ
る
」
と
い
う
自
己
決
定
を
下

す
こ
と
す
ら
困
難
な
状
況
（
心

理
的
監
禁
状
態
）
に
あ
り
、
こ

こ
に
Ｄ
Ｖ
問
題
の
解
決
の
難
し

さ
が
あ
る
…
…
』。
ま
さ
に
Ｄ

Ｖ
は
犯
罪
で
あ
る
と
指
摘
。
解

決
に
は
物
身
両
面
か
ら
の
支
援

が
不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
行
政

の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
井
上
摩
耶
子
さ
ん

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
Ｄ

Ｖ
被
害
者
支
援
の
た
め
の
連
携

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
岡
本
仁
助
役
が

「
サ
ミ
ッ
ト
で
の
共
同
研
究
報

告
や
６
市
連
携
の
意
義
」
を
、

生
野
学
園
相
談
員
か
ら
は
「
支

援
シ
ス
テ
ム
の
遅
れ
と
生
活
ま

る
ご
と
ケ
ア
の
必
要
性
」
を
、

ま
た
安
藤
豊
ニ
ッ
ト
ワ
ー
ク
生

駒
代
表
は
、「
２４
時
間
の
支
援

体
制
や
国
の
支
援
に
よ
り
行
政

と
民
間
と
の
連
携
が
確
立
さ
れ

て
い
る
諸
外
国
の
先
進
例
」
を

そ
れ
ぞ
れ
報
告
。

最
後
に
井
上
さ
ん
が
「
Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
支
援
は
、
民
間
サ

ポ
ー
ト
組
織
の
育
成
と
行
政
、

地
域
が
連
携
し
た
長
期
的
で
き

め
細
か
な
支
援
体
制
の
確
立
が

必
要
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

第
二
京
阪
の
開
通
イ
ベ
ン
ト

市
や
国
土
交
通
省
・
日
本
道

路
公
団
な
ど
は
、
第
二
京
阪
道

路
開
通
を
記
念
し
て
、
同
道
路

を
自
由
に
歩
け
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

開
放
区
間
は
、
本
市
の
（
仮

称
）
田
辺
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

か
ら
久
御
山
町
の
府
道
八
幡
宇

治
線
上
ま
で
の
約
７
�
。
出
入

口
は
（
仮
称
）
田
辺
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
、
八
幡
東
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
八
幡
市
上
奈
良
）、

久
御
山
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
久
御
山
町
下
津
屋
）
の
３
か

所
に
設
け
ま
す
。

（
仮
称
）
田
辺
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
で
の
受
付
場
所
は
、
上

図
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
駐

車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
２８
日
�
午
後
１

時
〜
３
時

問
合
せ
先
＝
都
市
計
画
課

（
�
６４
・
１
３
４
８
）

駐車場 

松井山手駅 

受
付
場
所

受
付
場
所 

第
二
京
阪
道
路

第
二
京
阪
道
路 山手幹線 

ファインガーデンファインガーデン 

駐車場 

松井山手駅 

受
付
場
所 

第
二
京
阪
道
路 山手幹線 

ファインガーデン 

第二京阪道路開通記念ハイウェイ 
ウォーキング受付場所（本市域） 

北 

山手東 山手東 

タウンプラザ タウンプラザ 

７
�
を
一
般
開
放

ウェルサンピア京都で開かれた「DV被害者支援のための
連携とネットワークづくり」のシンポジウム（2月13日）

サ
ミ
ッ
ト
６
市
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

花
見
弁
当
を
販
売

参
加
者
を
対
象
に
1000
円
で

一休寺→甘南備山→観音寺

野だてや竹の子鍋などのサービスも

「
た
す
き
」
を
最
後
ま
で

起伏激しくタフなコースで競う

市民駅伝大会の第２中継所（市役所前）で「たす
き」リレーをするランナーのみなさん

大
御
堂
観
音
寺
の
桜
の
下
で
菜
の
花
を
見
な
が
ら
昼
食

を
食
べ
る
昨
年
の
花
見
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者

本市特産のお茶を使った野だても楽しめます

ハイウェイ
ウォーキング


